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《第３回定例会一般質問》

小関　祥子

◆
土
岐
市
立
総
合
病
院
の
経
営
形
態
の

在
り
方
に
つ
い
て

松
原
一
仁
新
病
院
長
の
所
信
表
明

今
年
４
月
１
日
か
ら
、
従
来
の
病
診
連

携
室
を
発
展
さ
せ
た
地
域
医
療
連
携
室
を

開
設
。
診
療
所
や
病
院
、
介
護
施
設
、
行

政
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
地
域
全

体
で
疾
病
予
防
、
医
療
、
介
護
が
隙
間
無

く
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
。

さ
ら
に
、
医
療
情
報
企
画
室
を
新
設
し
、

医
療
請
求
の
改
善
、
各
種
の
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
見
直
し
に
よ
り
収
入
の
増
加
、
支
出

の
削
減
を
図
っ
て
い
く
。
両
室
と
も
専
従

看
護
師
を
含
む
５
人
体
制
。
地
域
医
療
連

携
室
で
は
、
検
査
や
診
療
な
ど
の
前
方
連

携
や
、
入
院
患
者
の
自
宅
復
帰
の
た
め
の

広
報
連
携
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的

に
取
り
組
む
。
医
療
情
報
企
画
室
は
、
医

療
の
質
向
上
と
経
営
改
善
を
目
的
と
し
て

い
る
。

累
積
赤
字
に
つ
い
て

昨
年
の
３
月
末
現
在
の
累
積
赤
字
は
、

33
億
８
２
６
１
万
５
７
６
２
円
。
累
積
赤

字
の
も
と
に
な
る
単
年
度
収
支
は
、
２
０

０
６
年
度
か
ら
４
年
間
、
約
４
億
円
前
後

の
赤
字
が
続
い
て
い
た
。
し
か
し
２
０
０

７
年
度
の
約
４
億
６
千
万
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
て
き
て
お
り
、
２
０
１
１
年
度
は
約

１
億
２
千
７
百
万
円
と
な
り
、
累
積
赤
字

の
増
加
額
は
縮
小
し
て
き
た
。
引
き
続
き

経
営
状
況
の
改
善
に
努
め
て
行
き
た
い
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
つ
い
て

平
成
20
年
度
、
７
億
９
２
２
９
万
５
２

５
円
。
21
年
度
、
８
億
８
９
６
３
万
３
４

９
５
円
。
22
年
度
、
９
億
３
３
７
３
万
１

１
９
９
円
。
23
年
度
９
億
９
７
０
８
万
１

千
円
。
24
年
度
、
11
億
１
８
４
５
万
８
７

６
０
円
で
合
計
５
年
間
で
47
億
３
１
１
９

万
５
１
０
１
円
で
あ
る
。

変
わ
る
公
立
病
院
経
営
（
京
セ
ラ
式
病

院
管
理
手
法
）
の
導
入
に
つ
い
て

公
立
の
甲
賀
病
院
を
始
め
と
し
て
松
下

記
念
病
院
な
ど
に
導
入
さ
れ
、
収
益
部
門

だ
け
の
原
価
計
算
の
対
象
と
さ
れ
な
い
診

療
科
以
外
の
サ
ポ
ー
ト
部
門
も
原
価
計
算

の
対
象
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
員
全

員
の
経
営
へ
の
参
加
意
識
が
高
ま
っ
て
、

黒
字
化
に
貢
献
し
た
大
変
魅
力
的
な
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
今
年
度
か

ら
医
療
情
報
企
画
室
を
新
設
し
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ

（
ダ
イ
ア
グ
ノ
ス
・
プ
ロ
シ
ー
ジ
ャ
・
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
請
求
の
デ
ー
タ
か
ら

出
来
高
請
求
と
の
差
額
分
析
、
患
者
数
、

在
院
日
数
、
医
療
資
源
に
分
析
す
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
た
ば
か
り
で
、
経
費
面
の

負
担
増
に
な
る
の
で
導
入
は
困
難
で
あ
る
。

後藤　久男

小関　祥子

◆
避
難
場
所
の
見
直
し
に
つ
い
て

◆
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

◆
期
日
前
投
票
の
宣
誓
書
に
つ
い
て

土
岐
市
地
域
防
災
計
画
の
全
面
見
直
し

の
中
で
避
難
場
所
の
見
直
し
の
進
捗
状
況

を
お
伺
い
し
ま
す
。

災
害
図
上
訓
練
を
実
施
し
な
が
ら
、
各

自
治
体
と
協
議
し
て
見
直
す
予
定
が
見
直

し
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

今
年
度
、
避
難
場
所
の
見
直
し
な
ど
は
、

よ
り
実
効
性
の
高
い
図
上
訓
練
を
実
施
し

住
民
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
地
域
防
災
計

画
の
改
定
に
取
り
組
み
た
い
。

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
、
そ
れ
ぞ
れ
そ

の
時
に
い
る
場
所
で
地
震
か
ら
身
を
守
る

た
め
の
自
主
参
加
型
一
斉
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
み
る
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
手
法
と
か
を
検
証
し
た

上
で
実
施
を
考
え
た
い
。

通
学
路
の
安
全
対
策
の
現
状
は
。

教
育
委
員
会
及
び
学
校
が
対
策
を
講
ず

る
べ
き
場
14
カ
所
の
う
ち
10
ヶ
所
は
昨
年

度
対
策
済
み
。
２
ヶ
所
は
６
月
中
に
完
了

し
２
ヶ
所
は
今
年
度
中
に
対
応
す
る
。

市
道
に
係
る
部
分
は
22
ヶ
所
。
４
ヶ
所

は
24
年
度
中
に
対
策
を
講
じ
済
み
。

残
り
の
18
ヶ
所
も
今
年
度
に
予
算
計
上

さ
れ
て
い
る
。

近
隣
市
の
よ
う
に
、
通
学
路
の
危
険
箇

所
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
公

表
す
る
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
市
民
全
体
に
公
表
は
し
な
い
。

期
日
前
投
票
の
際
に
提
出
す
る
宣
誓
書

に
つ
い
て
、
県
外
の
他
市
で
は
入
場
券
の

裏
面
に
宣
誓
書
を
印
刷
し
て
い
た
り
、
県

内
山
県
市
で
は
入
場
券
に
連
記
し
郵
便
さ

れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
当
市
に
お
い
て
工

夫
さ
れ
る
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

県
の
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

い
る
17
市
の
う
ち
、
は
が
き
方
式
の
入
場

券
作
成
市
は
15
市
で
宣
誓
書
の
印
刷
は
全

て
実
施
せ
ず
。
当
市
で
は
、
入
場
券
を
発

送
後
宣
誓
書
の
用
紙
を
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

髙井由美子

▲期日前投票宣誓書
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《第３回定例会一般質問》

小関　祥子

◆
消
防
行
政
に
つ
い
て

女
性
消
防
士
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

他
市
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
研
究
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
・
聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
「
指
さ
し
カ
ー
ド
」
を
救
急
業
務
等
に

導
入
し
て
い
る
経
緯
と
実
績
に
つ
い
て

平
成
５
年
ご
ろ
か
ら
救
急
車
に
塔
載
し

対
応
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
実
績
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

◆
市
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て

市
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
掌
握
さ
れ
把

握
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
管
理
者
別
に
本

数
を
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

交
通
安
全
設
置
台
帳
と
い
う
も
の
を
市

で
備
え
て
、
管
理
を
し
て
お
り
ま
す
。
平

成
25
年
５
月
末
現
在
で
１
３
７
０
基
で
あ

り
ま
す
。

自
然
災
害
や
台
風
・
突
風
・
交
通
事
故

な
ど
に
よ
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
よ
る
事
故

の
補
償
に
つ
い
て
。

土
岐
市
が
管
理
す
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に

よ
る
事
故
は
全
部
補
償
対
象
に
な
り
ま
す
。

東
濃
地
区
交
通
安
全
協
会
土
岐
支
部
支

部
長
の
土
本
勇
夫
さ
ん
か
ら
要
望
書
。
土

岐
市
内
に
設
置
し
て
あ
る
当
交
通
安
全
協

会
所
有
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
移
管
を
お
願

い
し
た
い
と
の
件
に
つ
い
て
。

協
会
の
物
件
と
し
て
、
確
認
で
き
た
の

は
１
３
９
基
で
あ
り
ま
す
。
市
道
に
設
置

し
て
あ
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
対
象
に
管
理

を
い
た
し
ま
す
。
設
置
場
所
が
個
人
地
で

あ
る
場
合
は
、
土
地
所
有
者
の
承
諾
書
を

取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
維
持
管
理

を
し
て
い
き
ま
す
。
条
件
を
満
た
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
順
次
移
管
の
手
続
き
に
入

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
風
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

土
岐
市
は
、
県
の
風
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
補
助
を
受
け
、
土
岐
市
と
し

て
風
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
補
助
を
す

る
と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
補
助
制
度

に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

被
接
種
者
は
、
県
と
同
様
と
考
え
て
お

り
、
風
疹
の
罹
患
歴
が
な
く
、
風
疹
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
履
歴
が
な
い
方
で
、
女
性
は

23
才
以
上
で
妊
娠
の
予
定
・
ま
た
は
希
望

し
て
い
る
方
、
男
性
に
つ
い
て
は
、
妊
娠

し
て
い
る
女
性
の
夫
の
う
ち
妊
婦
健
診
で

風
疹
の
抗
体
が
十
分
に
な
い
と
判
断
さ
れ

た
方
を
対
象
と
し
ま
す
。
補
助
金
は
、
接

種
費
用
上
限
１
万
円
と
し
て
、
平
成
25
年

７
月
１
日
よ
り
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま

で
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
補
助
対
象
人

員
を
３
５
０
人
と
想
定
し
、
３
５
０
万
円

を
既
決
予
算
内
で
対
応
す
る
予
定
で
す
。

塚本　俊一

小関　祥子

◆
選
挙
投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て

最
近
の
選
挙
投
票
率
の
見
解
は
。

身
近
な
市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙
は
比

較
的
高
く
、
国
政
選
挙
に
な
る
と
低
く
な

る
傾
向
で
、
情
報
化
社
会
の
な
か
で
結
果

の
見
え
る
よ
う
な
選
挙
に
対
し
て
、
余
り

関
心
を
示
さ
な
く
、
行
政
の
立
場
と
し
て

は
自
分
の
権
利
を
行
使
い
た
だ
き
た
い
。

年
代
別
の
投
票
率
に
つ
い
て

昨
年
12
月
の
衆
議
院
総
選
挙
の
20
代

38
・
10
％
、
30
代
56
・
91
％
、
40
代
72
・

20
％
、
50
代
71
・
04
％
、
60
代
80
・
77
％
、

70
代
73
・
31
％
、
80
歳
以
上
45
・
51
％
。

１
月
の
知
事
選
挙
が
20
代
21
・
82
％
、

30
代
32
・
63
％
、
40
代
39
・
09
％
、
50
代

46
・
43
％
、
60
代
51
・
29
％
、
70
代
55
・

36
％
、
80
歳
以
上
27
・
49
％
。

ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
の
数
と
見
直
し
に
つ

い
て公

職
選
挙
法
に
よ
り
算
定
方
法
が
決
め

ら
れ
て
お
り
、
本
市
は
２
０
７
箇
所
で
あ

り
、
周
囲
の
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
最
近

で
は
、
市
長
、
市
議
選
で
地
主
の
意
向
で

２
箇
所
、
衆
議
院
選
挙
、
知
事
選
で
２
箇

所
、
そ
の
他
に
土
岐
津
町
の
投
票
区
で
移

動
の
希
望
が
あ
り
、
１
箇
所
移
動
し
た
。

地
元
の
意
見
を
伺
う
な
か
で
、
変
更
は
可

能
で
あ
る
。

投
票
所
の
見
直
し
に
つ
い
て

土
岐
市
中
に
28
箇
所
の
投
票
所
が
あ
り
、

そ
の
内
12
箇
所
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の

欠
陥
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
の
検

討
課
題
で
あ
る
。

◆
土
岐
市
観
光
大
使
委
嘱
に
つ
い
て

本
市
の
観
光
大
使
は
、
ま
た
要
請
し
た

こ
と
は
あ
る
の
か
。

本
市
の
観
光
大
使
は
無
く
、
ま
た
現
在

の
と
こ
ろ
、
観
光
大
使
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
し
て
い
な
い
。

観
光
大
使
に
よ
り
本
市
の
知
名
度
向
上

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

観
光
振
興
計
画
で
は
、
観
光
計
画
に
お

け
る
重
要
な
柱
と
し
て
、
土
岐
市
の
知
名

度
の
向
上
及
び
効
果
的
な
情
報
発
信
の
推

進
を
掲
げ
て
お
り
、
知
っ
て
も
ら
い
、
来

て
も
ら
う
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

土
岐
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
を
観
光
大

使
に
登
用
し
て
い
く
こ
と
を
具
体
的
な
取

り
組
み
の
中
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
観
光
振
興
計
画
実

現
の
た
め
、
い
ろ
ん
な
取
り
組
み
を
進
め

る
な
か
で
、
観
光
大
使
に
つ
い
て
も
、
積

極
的
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

西尾　隆久
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《第３回定例会一般質問》

小関　祥子

◆
文
化
財
に
つ
い
て

本
年
２
月
27
日
の
文
化
審
議
会
文
化
財

分
科
会
に
お
き
ま
し
て
、
土
岐
市
が
所
有

す
る
岐
阜
県
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
出
土
品
が

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
展
示
す
る
な
ど
の
活
用
方
法
と
収

蔵
庫
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

出
土
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
廃
止

を
し
ま
し
た
文
化
会
館
で
保
存
し
て
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
の
先
、
収
蔵
庫
等
ど
う
す
る
か
と
い

う
こ
と
は
、
ま
だ
計
画
を
立
て
て
い
る
段

階
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
展
示
に
つ
き
ま
し
て
は
、
文
化
会

館
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
耐
震
の
手

だ
て
も
し
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

隣
接
し
て
美
濃
陶
磁
歴
史
館
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
で
の
展
示
と
い
う
こ

と
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
岐
阜
県
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
出
土
品
が
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
は
大
変
喜
ば
し
い
事
で
す
。

ま
た
、
美
濃
焼
を
市
民
や
他
の
地
域
か

ら
来
た
人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
ま
た
と

な
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

土
岐
市
の
地
場
産
業
発
展
の
た
め
に
も
、

期
間
が
短
い
特
別
展
と
い
う
よ
り
、
土
岐

市
の
観
光
コ
ー
ス
と
し
て
組
み
込
め
る
よ

う
な
常
設
で
出
土
品
の
展
示
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
防
災
に
つ
い
て

先
日
泉
町
で
発
生
し
た
火
災
で
感
じ
た

こ
と
で
す
が
、
実
際
に
使
用
距
離
に
即
し

て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
消
火
栓
の
配

置
や
備
蓄
さ
れ
て
い
る
ホ
ー
ス
の
量
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

消
火
栓
の
距
離
に
つ
い
て
は
、
消
防
法

で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
の
と
こ

ろ
変
え
る
つ
も
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
地
形
に
よ
っ
て
は
、
状
況
を
見
な
が

ら
設
置
に
つ
い
て
か
ん
が
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
平
時
で
は
な
か
な
か
実
感
で
き
ま
せ
ん

が
火
災
が
起
き
た
場
合
は
大
変
現
場
が
混

乱
す
る
事
も
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

余
裕
を
持
っ
た
消
火
栓
位
置
や
ホ
ー
ス

の
長
さ
を
想
定
し
た
計
画
が
今
後
な
さ
れ

る
事
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山田　正和

小関　祥子

◆
防
災
に
つ
い
て

今
年
度
の
防
災
計
画
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
備
え
に
つ
い
て
。

今
年
度
の
防
災
事
業
は
、
駄
知
小
学
校
、

泉
中
学
校
耐
震
工
事
。
妻
木
橋
の
耐
震
化

事
業
及
び
深
沢
川
、
ヤ
オ
タ
川
の
改
修
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
検
討
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
最
終
報
告
で
は
、
備
蓄
食

料
は
一
般
の
家
庭
で
一
週
間
分
が
必
要
と

の
見
解
が
示
さ
れ
、
市
と
し
て
も
市
民
の

方
々
へ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
及
び
本

年
度
開
催
予
定
の
Ｄ
Ｉ
Ｇ
訓
練
、
防
災
講

演
会
な
ど
、
食
料
及
び
飲
料
水
の
緊
急
用

備
蓄
に
対
す
る
啓
蒙
を
強
化
し
、
市
に
お

い
て
も
、
あ
く
ま
で
も
自
助
が
基
本
で
あ

る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
立
ち
防
災
倉
庫
新

規
設
置
、
既
設
防
災
倉
庫
に
ガ
ス
発
電
機

配
備
等
資
機
材
の
充
実
、
地
域
防
災
計
画

の
全
面
改
定
。
そ
れ
に
伴
い
避
難
所
見
直

し
、
職
員
行
動
・
避
難
所
運
営
・
非
難
時

伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
、
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
で
減
災
活
動
を
実
施
。

山
が
近
い
地
域
の
消
火
栓
に
つ
い
て
。

山
間
部
を
走
る
水
道
管
自
体
が
50
㎜
で
、

か
な
り
細
く
、
設
置
し
た
く
て
も
で
き
な

い
所
が
多
い
。

代
案
と
し
て
防
火
水
槽
設
置
や
作
る
こ

と
を
考
え
な
い
の
か
。

要
望
が
あ
れ
ば
、
予
算
面
も
あ
り
ま
す

が
考
え
て
い
き
た
い
。

◆
総
合
病
院
待
ち
時
間
の
改
善
に
つ
い
て

待
ち
時
間
緩
和
の
為
に
本
の
設
置
が
出

来
な
い
か
。

経
費
の
問
題
や
本
を
置
け
る
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
が
困
難
で
あ
り
難
し
い
。

北谷　峰二


